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　サヌシ・パネの『インドネシア史』全 4 巻は，インドネシア独立後の 1950 年に 2
巻本に改訂されて刊行され，1955 年には 6 版に至った。その当時同書は，唯一のイ
ンドネシア語によるインドネシア通史であったため，インドネシア語が実質的に「国
民語」となるのに伴い，また学校の教科書として用いられたことも相まって，それま
で自国の歴史を学ぶことのなかった多くのインドネシア人に読まれた。インドネシア
という領域に住む人々は外界との交流によって移り住んだ人々も含めて多様な文化の
影響を受けてインドネシア人として形成されてきたこと，さらに反植民地主義・帝国
主義の立場からインドネシアの独立が正当であることを示した同書は，読者にインド
ネシア人とは何者であるかを理解することを促進した。すなわちインドネシアを祖国
と考える住民全てを包摂した民族意識を醸成し，「国民を創出」する役割を果たした
と言えよう。しかし，1950 年代後半以降のインドネシアにおける科学的歴史学の発
展の中で，同書は忘れられた存在となっていった。現代のインドネシア社会では，異
なる宗教や民族への寛容さが低下しているが，同書が発したメッセージを再認識する
ことは意義のあることと考える。
（文責：姫本　由美子）
